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マウス血液成分と行動におよぼす山羊料理・クミスクチン投与の影響

上江洲榮子'）・仲座亮子・仲里真紀子・下地洋子幻

EffectsofgoatdishesonbloodcomponentsandbehaviorinddYmice・
EikoUEzURyokoNAKAzA，MakikoNAKAzATo，YokoSHIMoJI

(ReceivedApr，30,1997）

Ｓｕｍｍａｒｙ

Ｗｅｆｅｄａｇｏａｔ－ｓｏｕｐｄｉｓｈｔｏｄｄＹｍｉｃｅｔｏinvestigateitsimpactuponbloodcomponents

andtheresultantchangeｓｉｎｔｈｅｂｅｈａｖｉｏｒｏｆｔｈｅｍｉｃｅ、Ｗｅｄｉｖｉｄｅｄｔｈｅｇｏａｔｄｉｓｈｉｎｔｏｔｗｏｃｏｍpo-

nents，ｎａｍｅｌｙｆａｔａｎｄｓｏｕｐ、Goatfatwasadministeredtoonegrouｐｏｆｍｉｃｅ（fatsolidifiessolid

atatemperatuｒｅｏｆ４ｏＣ)，ａｎｄｇｏａｔｓｏｕｐｗａｓａｄｍｉｎｉｓｔｅｒｅｄｔｏａｓecondgroupofmice、Solid

substarlcessuchasmeatwereexcludedtoisolatethesoupAcontrolgroupwasfedapawdered
lbod（ＣＥ２）fromCLEAJapan，Inc・

Thefollowmgresultswereobtained：

１）Incomparisontothecontrolgroup，totalserumcholesterolhadatendeｎｃｙｔｏｂｅｅｌｅｖａｔｅｄｉｎ
ｔｈｅｇｒｏｕｐｗｈｉｃｈｗａｓｆｅｄｔｈｅｇｏａｔｆａｔａｓｗｅｌｌａｓｉｎｔｈｅｇroupwhichwasfedthegoatsoup、

２）Incomparisontothecontrolgroup,theHDLcholesteroltendedtodecreaseinbothexperimental
group、

３）Theserumtriglyceridelevelhadatendencytobeelevatedonlyinthegoatsoupgroup、
４）Thebloodsugarlevelhadatendencytobeelevatedinthegoatsoup-group’
５）Incomparisontothecontrolgroup,themiceadministeredthegoatsoupshowedadeterioration

inmemoryfunctionsoneweekafterreceivingtrainingtoavoidanelectricshockinthestep-
dｏｗｎtypeofenvironmentalequipmenL

IはじめにⅡ実験材料および方法

食肉として豚肉の消費の多い沖縄において、１．材料

山羊料理も人気のある、嗜好性の高い食物であ（１）クミスクチン

る。県内産で足りず、輸入されているのが現状クミスクチン（α27℃dmdmJWLus

である！)。しかし、一方では、高血圧の人は多ＳｐｊｃａｔｕｓＱＹ・Ｗｕ）インド、マレーシ

食しないほうがよいとも言われ、健康を気にしアが原産であり、シソ科に属する多年草で

ながら、賞味しているのが現状ではなかろうある2)。

か朧)。本研究においては、山羊汁や山羊脂をマ沖縄では、1940年ごろから腎臓病の特効

ウス（二十日ねずみ）に食べさせ、血糖値、中薬として利用されてきた3)。後に、腎臓炎

性脂肪、コレステロール、ヘマトクリット値のだけでなくむしろ高血圧や糖尿病に有効だ

変化について、実験的に検討した。山羊汁のマと伝えられた（)。

ウス血中中性脂肪に対する上昇作用は、すでにクミスクチンの利用方法は葉を煎じて服

観察しており、今回は、この上昇作用が、クミ用する5)か、あるいは漢方薬との併用が効

スクチンによって、改善されるかどうかについ果的である6)といわれている。日本薬局方

ても、あわせて検討した。に生薬としての記載はない。クミスクチン

1）琉球大学教育学部２）沖縄県栄養士会

－２３９－
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給与全量から残量を差し引いて１日の飼料摂

取量とした。水は給水ピンから任意に摂らせ

た。マウスの体重は１週間ごとに、電子天秤

の動物計量モードを用いて、測定した。

実験は本学動物実験指針に準拠して行われた。

３．飼料

本研究に用いた山羊脂及び山羊汁は市販の

山羊汁レトルトパックを用いた。山羊脂は、

脂身を容器に容れ60℃のオーブンで約30分加

熱した後、氷水に入れて４℃で固型になるも

のを抽出した。山羊汁は、４℃にて固型とな

る脂肪分を除いた後、室温28℃でゲル状のも

のを容器に入れ60℃のオーブンで約30分加熱

した後、布でこして、ろ液を使用した。

飼料組成は表ｌに示す。市販の粉末飼料

（日本クレアＣＥ２）のみを投与した群を対

照群、粉末飼料に0.25％粉末コレステロール、

１％の山羊脂、0.5％のデオキシコール酸ナ

トリウムを添加したものを山羊脂投与群とし

た。山羊汁投与群には、粉末飼料に５％の山

羊汁、0.5％のデオキシコール酸ナトリウム

を添加した。

４．採血

採血は、飼育終了後翌日の10時から11時、

腹腔内ネンプタール麻酔（0.1ml／匹）の後、

胸部中央を開き心臓より行い、抗凝固剤とし

てEDTA（２Ｎａ）を使用した。血液採取後、

全血比重測定を行い、その後４℃、3000r,ｐ．

ｍ．２０分間の遠心分離により血漿を分離した。

の葉には成分としてオルトシホニン、硫酸

カルシウム、カリウム塩、カルシウム塩な

どが含まれている3)－０)。

(2)山羊について

山羊が沖縄にいつ頃から移入されはじめ

た`のかは必ずしも定かではない，)が、１４３１

年には輸入され、農家の重要な家畜になっ

たといわれている。

昭和56年から平成７年度までの資料no)に

よると、沖縄県外においては、日本ザーネ

ン種が多く、沖縄県内においては雑種が多

く飼育されている。年間約4000頭が、オー

ストラリアから輸入されており、そのほと

んどが、沖縄において食肉として消費さ

れ')レトルト食品などに加工されている。

2．実験動物および飼育方法

日本エスエルシー株式会社（静岡）より購

入した８週齢のddY系マウス（雄）を、環境

に慣れさせるために４週間予備飼育を行った。

その後、対照群、山羊脂投与群、山羊汁投与

群、山羊脂・クミスクチン投与群、山羊汁・

クミスクチン投与群の５群に分け飼育を開始

した。

実験食投与期間は、それぞれの群とも４週

間とし、飼育期間中実験室は自然採光として

平均室温は23～25℃に保たれた。

飼料は各々自由摂取とし、３日に一度給餌

を行った。えさの摂取量を飼育開始１週目と

３週目に電子天秤を用いて測定した。

表１飼料組成（％）

対照鐸山羊臘榊山羊汁投与騨臓曇瀞騨，曇瀞
93.509７２５

０．２５

１．００

粉末飼料100.00

コレステロール

山羊脂

山羊汁

デオキシコール

酸ナトリウム

クミスクチン

98.25

025

1.00

94.50

5.00

0.50

1.00

5.00

0.50 0.50

1.00

0.50

－２４０－
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血漿は、ポリエチレン製マイクロチューブへ

採取して血漿比重測定後、コレステロール測

定、トリグリセリド測定および血糖値測定に

使用した。

５．分析方法

（１）血清コレステロール測定法

１）総コレステロールは和光純薬工業㈱の

コレステロールＣ－テストワコー（コレ

ステロールオキシターゼ・フェノール法）

を用いて測定した。

２）ＨＤＬ－コレステロールは和光純薬工

業㈱のＨＤＬ－コレステロールテストワ

コー（ヘパリン・マンガン結合沈澱法）

を用いて測定した。

（２）トリグリセリドは和光純薬工業株式会

社のトリグリセライドＧ－テストワコー

（ＧＰＯ・ｐ－クロロフェノール法）を用い

て測定した。

（３）血糖値は和光純薬工業株式会社のグルコー

スＢ－テストワコー（ＧＯＤ法）を用いて

測定した。

（４）全血液および血漿の比重測定によるへ

モグロビン濃度、ヘマトクリット値、血漿

総タンパク濃度の測定用の硫酸銅の基準液

は和光純薬工業株式会社より購入した。全

血および血漿の比重を測定しノモグラム'1）

を利用して、ヘモグロビン濃度、ヘマトク

リット値、血漿総タンパク濃度を求めた。

６．回避学習テスト

学習テストには図１に示した装置を使用し

た。この装置は縦135mm×横135mm×高さ148

ｍｍで底面に７mm間隔で柵状の鉄棒をとりつけ

てある。底面にめぐらした柵状の鉄棒は電気

が流れる仕組になっている。中の小さな台

（縦56mm×横93mm×高さ32mm）は電気が流れ

ず、電気を与えたときマウスが飛び乗って電

気ショックを回避できるようになっている。

回避学習テストの方法には、シャトル型や

レバー押し型、ステップスルー型などがある

が、本研究においてはステップダウン型を使

用した。ステップダウン型の学習方法は、ま

ず、マウスを台の上に乗せ台上から下に降り

るまでの時間を測定し、その後ただちに45Ｖ

の電気ショックを与え、台の上に上るのを確

認した後取り出して飼育用のケージに戻し１５

分間隔をおく。１５分後、また同じ動作を繰り

返す。この操作を何度か繰り返し底面に降り

ると電気ショックが起こることを学習させる。

台.上で、180秒間とどまると、学習が完了し

たものとみなす。なお、学習が完了したとみ

なした最終回では、電気ショックは与えない

ものとする。

7．記憶テスト

実験装置には、回避学習テストに使用した

装置を用いた。この長期記･億テストは回避学

習テストの１週間後に行った。ステップダウ

ン型の方法は、中の小さな台の上にマウスを

乗せ半透明のふたをして180秒間台上に留まっ

ているマウスを記憶しているものとみなした。

8．検定

実験により求めた分析値は、それぞれの群

別の平均および標準偏差を算出し、ＮＥＣ－９

800対応統計解析シリーズ５統計的推定・

検定システムを使用しｔ検定を行った。

、結果

１．飼料１日平均摂取量は、対照群は4.499、

山羊脂投与群は4.219、山羊汁投与群は4829、

山羊脂・クミスクチン投与群は4.769、山羊

汁・クミスクチン投与群は5.039であった。

ほとんどの群において大きな差は見られなかっ

たが、山羊汁・クミスクチン群の飼料摂取量

が最も高値を示した。

体重増加量（１日平均）は、対照群は0.49、

山羊脂投与群は0.69、山羊汁投与群は0.69、

山羊脂・クミスクチン投与群は0.69、山羊汁・

クミスクチン投与群は0.59であり、大きな差

はみられなかった。

２．血清コレステロール値

血清中の総コレステロール、ＨＤＬ－コレ

ステロールおよびＨＤＬ／総コレステロール

の値を表２に示す。

総コレステロールは対照群に対して山羊脂

投与群、山羊汁投与群、山羊脂・クミスクチ

ン投与群において上昇する傾向がみられた。

しかし、山羊汁投与群に対して山羊汁・クミ

－２４１－
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みられなかったが、山羊汁投与群および山羊

脂・クミスクチン投与群は、上昇する傾向が

みられた。さらに、山羊汁投与群に対して山

羊汁・クミスクチン投与群は、上昇を抑制す

る傾向がみられた。

４．血糖値

血糖値を表３に示す。

対照群と山羊脂投与群の間では大きな差が

みられなかった。山羊汁投与群では、上昇す

る傾向がみられた。また、山羊脂投与群に対

して山羊脂・クミスクチン投与群は大きな差

がみられなかった。さらに、山羊汁投与群に

対して山羊汁・クミスクチン投与群は上昇を

スクチン投与群は上昇する傾向がみられた。

しかし、山羊汁投与群に対して山羊汁・クミ

スクチン投与群は上昇を抑制する傾向がみら

れた。

HDL－コレステロールは、対照群に対し

すべての群において低下する傾向がみられた。

特に対照群に対し山羊脂投与群、山羊汁．ク

ミスクチン投与群においては、有意に低値を

示した（p＜0.05)。

ＨＤＬ／総コレステロール値は、対照群に

対してすべての群において低値を示した。

、血清トリグリセリド値

血清トリグリセリド値を表３に示す。

対照群に対して山羊脂投与群は大きな差が

３．

抑制する傾向がみられた。

表２総コレステロール値，ＨＤＬ－コレステロール値およびＨＤＬ／総コレステ

ロール値に対する山羊脂，山羊汁およびクミスクチン投与の影響

対照群山羊艫投与縢山拳汁投亭祷り撫身瀞騨総藤
総コレステ
ロ~ル

（Ing／dq）

99.45±54.46

（､＝5）
105.65±70.50139.06±35.28141.81±49.75143.82±73.03

（､＝4） （､＝5） （､＝4） （､＝5）

ＨＤＬ－コレ

ステロール

（'1喝／dの

87.03土12.11

（､＝4）
61.03±12.11

（、＝4）

68.45±25.1457.21±23.31＊46.78±25.38．

（ｎ＝4） （n＝4） （､＝5）

ＨＤＬ／
総コレステ
ロ‐ル

0.63 0.46 0.52 0.44 0.54

＊対照群に対して，ｐ＜0.05

表３血清トリグリセリド値および血糖値に対する山羊脂，山羊汁，

クミスクチン投与の影響

対照群山羊臘鮮山羊汁繰り雪ｸﾁﾝ瀞ﾊｽｸﾁﾝ鎌
山羊汁.

トリグリセリド

（噸／Ｍ）
65.73±33.59

（n＝4）

61.57±２５４３

（､＝5）

8208±１２６２

（､＝5）

85.01±23.83

（ｎ＝5）

71.61±34.55

（､＝5）

血糖値

（Ing／d』）
168.44±30.97161.90±32.4719061±33.63174.70±17.54160.28±53.02

（、＝4） （、＝5） （、＝5） （、＝5） （､＝5）

－２４２－
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５．ヘモグロビン濃度・ヘマトクリット値・血

漿総タンパク濃度

ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値およ

び血漿総タンパク濃度を表４に示す。

ヘマトクリット値は、対照群に比較して、

山羊脂投与群と山羊脂・クミスクチン投与群

において、約1％の上昇が認められた。また

山羊汁・クミスクチン投与群において低下す

る傾向を示したが、有意差は認められなかっ

た。また、血漿総タンパク濃度についてはそ

れぞれの群において大きな差はみられず、有

意差もなかった。

6．回避学習テストおよび長期記憶テスト

回避学習テスト（時間）の結果を図２に示

した。

対照群に対して、実験群のそれぞれの群に

おいて電気刺激に対する回避時間の伸びが若

干緩やかである。その中でも、山羊汁投与群

と山羊汁・クミスクチン投与群において、初

期の刺激における回避時間の伸びがかなり緩

やかである。一方、山羊脂・クミスクチン投

与群は回避学習を完了するまでの回避時間の

伸びが若干急である。

上記の学習実験より１週間後に行われた、

長期記憶テストの結果は、対照群、山羊脂投

与群ともに100％のマウスが記,憶しているの

に対して山羊脂・クミスクチン投与群は、８０

％、山羊汁投与群、山羊汁・クミスクチン投

与群は60％であった。

表４ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値および血漿総タンパク

に対する山羊脂、山羊汁およびクミスクチン投与の影響

へモグロビン

（ｇ／dl）

ヘマトクリット

（％）

血漿総タンパク

（ｇ／dの
グループ

対 Ｈ召
ＪＧｐｂ

(、＝３）
群

１５２７±０．３１ 45.17±0.76 6.37±0.23

山羊脂投与群
（、＝５）

15.70±１．３０ 46.50±３．７１ 6.42±０．１１

山羊汁投与群
（、＝４）

15.15±０．７２ 44.95±２．６１ 6.49±０．１４

山羊脂・クミスク
チン投与群

（、＝３）
15.77±０．８５ 46.53±２．３９ 6.13±０．４８

山羊汁・クミスク

チン投与群
（、＝５）

14.70±１．１９ 42.72±２．６８ 6.42±0.26

－２４３－
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考察

１．飼料摂取量および体重増加量

飼料摂取量（１日平均）は、飼料に含まれ

ている成分の影響で、摂取量に差がでるので

はないかと考えられた。なぜなら、飼料に含

まれているクミスクチンは成分としてオルト

シホニンという苦味配糖体を含んでいる３１か

らである。しかし、飼料摂取量をみてみると、

すべての群において比較的安定していること

がわかる。さらに、飼料摂取量の最も高い群

はクミスクチンを含む山羊汁・クミスクチン

投与群である。したがって、クミスクチン投

与による飼料摂取量の減少はみられなかった

と考える。

体重増加量（１日平均）が最も高い群は、

山羊脂投与群および山羊汁投与群である。そ

れに次いで体重増加量の高い群は山羊汁・ク

ミスクチン投与群、対照群の順になっており、

最も低い群は山羊脂・クミスクチン投与群と

なっている。山羊脂投与、山羊汁投与群に対

してそれぞれにクミスクチンを投与した群の

体重増加量は低くなっていることから、クミ

スクチン自体の栄養素としての役割は小さい

と考えられる。

さらに、飼料摂取量と体重増加量の関係を

みてみると山羊脂投与群において、飼料摂取

量は最も低い値であったのに対して、体重増

加量は最も高くなっている。このことは、沖

縄では山羊料理は滋養食として、昔から農村

での栄養補給源として役立っていた'3)事を裏

付ける結果ではないだろうか。

2．血清コレステロール値

血清の総コレステロール値は、対照群に対

して山羊脂投与群において上昇する傾向を示

した。総コレステロール値を上昇させる要因

の１つとしては、山羊脂の脂肪酸組成が上げ

られる。山羊脂は動物性脂肪であり、飽和脂

肪酸を多く含んでいると考えられる。また、

この飽和脂肪酸は血液中のコレステロールを

増加させる働きがあるということがわかって

いる'3)。よって、山羊脂が総コレステロール

値を上昇させるのは、飽和脂肪酸が大きな要

因になっていると推察される。総コレステロー

Ⅳ ル値は、山羊汁投与群においても対照群に対

して上昇する傾向を示した。先の研究におい

て'`)、２週間、マウスに山羊汁を投与した場

合、総コレステロール値の上昇は観察されな

かった。今回の投与期間は４週間であり、長

期連続摂取したことによる上昇と推定される。

豚肉料理の研究において外聞らは、脂の部分

を適当に除去した豚足（トンソク）や中身

（ナカミ）は、血清コレステロール値を低下

させると報告している。これは豚足や中身の

コラーゲンやエラスチンなどの硬たんぱく質

によるものであるとしている'5)。今回用いた

山羊汁にも多量のコラーゲンが含まれていた

考えられる。それにもかかわらず、総コレス

テロールを上昇させているのは、山羊汁の場

合、コラーゲン以外の成分によるものだと推

測できる。あるいは、加熱によって、種類や

長さの異なったペプチドができ、そのペプチ

ドの生理活,性作用であるかも知れない。今後

検討を要するところである。山羊汁投与群に

対して山羊汁・クミスクチン投与群の総コレ

ステロール値が上昇を抑制する傾向を示した。

しかし、山羊脂投与群に対して山羊脂・クミ

スクチン投与群の総コレステロール値に差が

みられなかった。以上のことから、総コレス

テロール値は、クミスクチンが摂取される際

の食品の組み合わせによっても影響を受ける

ということが推察できる。

次にＨＤＬ一コレステロール値については、

対照群に対してすべての群において低下する

傾向がみられた。特に対照群に対して山羊脂

投与群、山羊汁・クミスクチン投与群は有意

に低値を示した（p＜0.05）。さらに、ＨＤＬ

／総コレステロール値をみてみると、対照群

に対してすべての群において低下する傾向が

みられた。その値を高い順からみていくと、

対照群の063に次いで山羊汁投与群および山

羊汁・クミスクチン投与群が約055、そして

山羊脂投与群および山羊脂・クミスクチン投

与群が約045の順になっている。

３．血清トリグリセリド値

血清トリグリセリド値は、対照群に対して

山羊脂投与群においてほとんど差がみられな
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クチン投与群の血清トリグリセリドが上昇す

る傾向を示した。このことは、クミスクチン

の血清トリグリセリド値に対する効能は、同

時に摂取される食品の影響を受けるというこ

とが考えられる。

本研究における問題点として、今回用いた

山羊脂の脂肪酸組成や山羊汁に残留している

脂肪酸が不明であり、さらに、通常は煎じて

その液を利用するクミスクチンを凍結乾燥粉

末として用いたことがあげられるであろう。

しかし、血清トリグリセリド値の上昇は、先

の研究'`)においても観察されており、山羊の

飼料、雌雄、年齢や料理方法かかかわらず、

共通の現象と推定される。

４．血糖値

血糖値は、対照群に対して山羊脂投与群お

よび山羊脂・クミスクチン投与群において大

きな差はみられなかった。

山羊汁投与群においては、対照群に対して

血糖値が上昇する傾向を示した。さらに、山

羊汁投与群に対して山羊汁・クミスクチン投

与群は血糖値の上昇を抑制する傾向を示した。

血糖値は糖尿病の指標になるが、クミスクチ

ンは糖尿病に効果があるとされている。今回、

山羊汁投与群に対して山羊汁・クミスクチン

投与群が血糖値の上昇を抑制する傾向がみら

れたことは、クミスクチンが糖尿病に効果的

であるという可能性を示したといえよう。一

方、山羊脂投与群に対して山羊脂・クミスク

チン投与群はほとんど差がみられなかったこ

とから、血糖値はクミスクチンが摂取される

際の食品の組み合わせによって影響を受ける

ということが推察される。

５．ヘモグロビン濃度・ヘマトクリット値・血

漿総タンパク濃度

へマトクリット値とは、全血液中に占める

赤血球成分の容積百分率のことである。また、

赤血球数、あるいは血色素（ヘモグロビン）

量の測定とほぼ同様の意味を持ち、一般に貧

血では低値を示す。本研究では、ヘモグロビ

ン濃度およびへマトクリット値は対照群に対

してほとんどの実験群において大きな差はみ

られなかった。

かつた。食餌脂肪の脂肪酸組成による研究で

は、多価不飽和脂肪酸（PUFＡ）と飽和脂肪

酸（SFA）との比率であるＰ／Ｓ比の減少に

伴って、血清トリグリセリド値が有意な上昇

を示した'６)という報告がある。飽和脂肪酸は

肉類に含まれているため、山羊脂投与群によ

る血清トリグリセリド値の上昇が予測された。

しかし、今回の実験では山羊脂投与群による

血清トリグリセリド値の上昇はみられなかっ

た。その要因としては、山羊脂の配合割合が

考えられる。先ほど述べた食餌脂肪の脂肪酸

組成の研究!`)では脂肪の配合割合は10％となっ

ている。また、本研究室における実験'4>でも、

10％の山羊脂投与による血清トリグリセリド

値の上昇が認められている。今回用いた山羊

脂の配合割合は１％であるため、血清トリグ

リセリド値に対する影響は認められなかった

と推測できる。

血清トリグリセリド値は、対照群に対して

山羊汁投与群で上昇する傾向を示した。先ほ

ど述べた外聞らの研究'5)はIこよると、脂部分

を適当に除去した豚足や中身は血清コレステ

ロール値と同様の要因で、血清トリグリセリ

ド値も低下させると報告としている。しかし、

本研究で山羊汁投与群の血清トリグリセリド

値が上昇したということは、山羊汁の場合、

コラーゲン以外の成分によるものだと推測で

きる。

以上のように、４℃において、脂の部分を

除いた山羊汁でさえも血清トリグリセリド値

を上昇させるということは、高血圧の人のllj

羊料理の多食は避けたほうがよいという伝承

を裏づけている結果だと考えられる。

山羊汁・クミスクチン投与群は山羊汁投与

群に対して血清トリグリセリド値の上昇を抑

制する傾向がみられた。血清トリグリセリド

は糖尿病や筒l[11圧などの疾患と関係があるが、

本研究において山羊汁投与群に対して111羊汁・

クミスクチン投与群の血清トリグリセリド値

が上昇を抑制する傾向を示した。このことは、

クミスクチンが糖尿病や高血圧に効果的であ

るという可能性を示したのではないだろうか。

しかし、山羊脂投与群に対して山羊脂クミス

－２４６－
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山羊汁・クミスクチン投与群においては、

ヘモグロビン濃度とヘマトクリット値が、正

常値の範囲で対照群に対して低下する傾向を

示した。

血漿タンパク質は、対照群に対してすべて

の実験群において大きな差はみられなかった。

6．回避学習テストおよび長期記憶テスト

回避学習テスト（時間）では、対照群に対

して山羊汁投与群と山羊汁・クミスクチン投

与群の初期の刺激における回避時間の伸びが

かなり緩やかである。他の群に対して山羊汁

投与群および山羊汁・クミスクチン投与群の

初期の回避時間の伸びが悪いのは、山羊汁に

含まれている未知の成分によるものではない

だろうか。山羊汁投与群においては、血糖値、

トリグリセリド値、総コレステロール値が他

の群よりも高くなっており、クミスクチンの

同時投与によって若干改善される傾向にある

ものの対照群のレベルには至っていない。長

期記憶テストでは、対照群と山羊脂投与群の

みが100％記憶しており、山羊脂・クミスク

チン投与群が80％、山羊汁、山羊汁・クミス

クチン投与群は60％記`億していた。山羊汁投

与群においては、学習テストと長期記憶テス

トにおいて低下していた。脳内で微小な動脈

硬化が起こっている可能性もあり、今後検討

を要するところである。

する傾向がみられた。

（２）ＨＤＬ－コレステロール値は、対照群に

対してすべての群において低下する傾向を

示した。

（３）HDL／総コレステロール値は、対照群

に対してすべての群において低値を示した。

３．血清トリグリセリド値

血清トリグリセリド値は、対照群に対して

山羊汁投与群と山羊脂・クミスクチン投与群

において上昇する傾向を示した。また、山羊

汁投与群に対して山羊汁・クミスクチン投与

群は上昇を抑制する傾向がみられた。

４．血糖値

血糖値は、対照群に対して山羊汁投与群に

おいて上昇する傾向を示した。また、山羊汁

投与群に対して山羊汁・クミスクチン投与群

は上昇を抑制する傾向を示した。

５．ヘモグロビン濃度・ヘマトクリット値・血

漿総タンパク濃度

ヘモグロビン濃度とへマトクリット値は、

山羊汁・クミスクチン投与群において低下す

る傾向を示した。また、血漿総タンパク濃度

は、対照群に対してすべての実験群において

大きな差はみられなかった。

6．回避学習テストおよび長期記’億テスト

対照群に対して山羊汁投与群は、記`億力が

悪くなる傾向がみられた。

Ｖ要約

本研究では、山羊料理およびクミスクチンが

マウスの行動および血液成分に及ぼす影響を検

討した。その結果、以下のようなことが示され

た。

１．飼料摂取量および体重増加量

山羊脂、山羊汁およびクミスクチン添加食

の給餌による体重増加量、飼料摂取量への影

響はみられなかった。

２．血清コレステロール値

（１）総コレステロール値は、対照群に対して

山羊脂投与群、山羊汁投与群および山羊脂・

クミスクチン投与群において上昇する傾向

を示した。また、山羊汁投与群に対して、

山羊汁・クミスクチン投与群は上昇を抑制
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